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市税相談醤月第2・第4木曜/市民栂
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44年度小中学後学級編成表
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TtJ長・加藤一太郎 (491Bl)

E車生民畳録してないλ培、 Z昆
生霊祭Lてある市町村から転

出証明をとリ、畳銭を..".. 

騒選挙人名耳に童録してい品:

い人[ま、前性所地からの名簿

の畳録・米査録由説明をとリ

畳語じて〈ださい。



昭 和44年 5JH5沼

鰻輯怠遺産湿轟轟翠櫨語誕癌

く16)

ーハイウェイから転載一

追い越しの思いや幻
追い越しのとき、密車に続いて後続車も追

い越しをかけているときは、題いやEをもっ
て接続車の分をあけで埠い捕すζ とです。

自軍だけは安全に追い越しができたが、能
続車が対向車と足立盟主晋費した事例も少なぐあ

bません。

接続車(主原則として、乙のような追越νょ
禁物です。

四
番
沼
の
独
立

公
民
館
が
完
成

新
世
田
沢
公
民
鐙

なたが所属している古々ム団体を登録しよう

φ受録してあると

①膏少年脊成用具{キャンプ用テント、キャンプ

鰐主主一式、 16ミu挟写機、携帯メガホン、レコー

ド プレーヤー、レコ-fなとつの優先貸付i九
②膏少年健全育成施設{青少年グJレープいニいの

家、清少年一キャンプ場など)の優先利用。

③青少年寄成活動指導者派遣事業(教養告書革める
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坊渓生部膏少年課 (22)1 700 

審車場し込み・昭和44年 4J'l21 尽から

8月30Sまで。

霊童受け付け. r住宅金融公庫受け1t

(7取り扱い1吉J と霊長司王

した金融機関等へ。
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・
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議
芸
や
人
搭
も

1 )施設使用料

10 持から 2，900 JIl (80人以内〕

11待部分から 2，600円 (5哲人以内〉

14時 30分 か ら 3，∞Q内 (80人以内〉

16 時から 2，900円 (50人以内〉

2 )黛衣しょう料

モーニング他

認定()袷他

ウェテ'イングドレス他

留袖鈎

800月
2，∞0同
2，000円

1，OOOJIl 

ぷ;/J

J):;I、 13日ぜ苦・ジフテJ)ヤ、小児

可ヒ生ヲクの予防接種と、今月14尽
まで種痘接種在終え、 13日7わら検査
に入った。

また、 268からは日本l!IIi裂の乎防

接種在、市内部会場を巡閲して実施

7ると発表した。

輯巡回毘濯{横査認}

5月16日神田公民鱈松原公民鐙

.. 17日 富 士 見 公 民 館

.. 19日 !日四之宮公民館豊田公

民館

iT 20沼 花水公民館八幡主主畏鍔

iT 21臼見附台武道湯須駕公民

館



数
滋
歌
の
数
嘩
護
備
は
、
①
一
人

一
首
と
1
H
未
発
賓
の
献
で
あ
る
こ

と
、
@
曹
式
は
、
半
紙
争
議
に
ニ
ヨ

折
り
に
し
て
、
右
半
部
に
お
議
と

歌
、
左
半
面
に
住
所
、
氏
名
〈
ふ
白

剤
窓
、
生
年
月
司
職
曹
を
毛
軍

事
扇
帯
の
乙
と
1
@
臆
進
の
期
間
は

叫

-i幻
em

私
の
家
で
ほ
、
骨
化

ト
!
‘

に
れ
に
携
を
語
摘
し
て
い
$
干
J

対
と
の
排
水
に
近
所
か
ゑ
織
も

告
で
い
$
宇
九

許
可
を
受
け
て
般
傍
じ
た
も
の
で

あ
白
、
紫
山
も
し
て
い
た
自
で
す

が
、
人
揖
に
迷
感
者
お
か
け
し
て
い

る
と
悪
口
と
、
排
水
上
だ
才
、
苦

離
し
て
い
ま
す
.

公
共
下
水
選
ヱ
事
が
、
す
す

φ
回

れ
て
い
串
苧
か
、
海
摩
川
州
最
は
い
つ

む
ろ
着
車
十
J

る
の
で
し
ょ
う
か
@

見
通
し
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
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歯
・
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濯
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mg一日
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i柑
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壁
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の
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共
下

"his-'
苓
透
、
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内
全
域

の
m間
0
・
四
回
に
あ
た
る
一
一
平
迄
自

四
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
約
三
十
年
間

白
工
期
と
、
お
よ
そ
吉
晴
荷
の
費
用

を
も
っ
ず
完
成
す
る
正
吾
計
溜
苦
れ

専
や
レ
た
。排

水
同
協
は
大
吉
〈
穴
排
水
区
に

分
け
さ
ら
に
、
組
円
刀
区
侶
し
て
お

わ
ま
す
.

本
年
九
月
一
日

hmb十
月
士
一
日
ま

で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
十
月
十
日

g消
印
ま
で
有
効
、
@
晶

τ先一
議
聞

東
京
都
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代
田
同
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平
代
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番
一
且
勺

宮
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立
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筒
該
進
墜
と
欝
き

罷
え
る
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と
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鯛
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し
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蓮
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寺
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星
語
札
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一
司

王
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六
十
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の
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阜
の
鐙
努
由
や

p
p
mい
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分
b
f

食
い
あ
p

与
の
交
付
近
白
捜
索
で

怒
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。

野
鳩
か
飼
い
鳩
か
は
っ
女

F
し
な
い

が
、
極
力
は
な
し
晶
闘
い
を
し
な
い
よ

う
再
び
か
け
て
い
る
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特
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輔
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混
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た
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講
習
会
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、
巴

と
し
叩
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に
、
平
塚
地
震
支
開
催
さ

しを

推雷f人口

人口総数 153，出口人
世帯。 38パ63b世帯

市横沼輯 67品kn1
人口密度 2，263.人
前月比世帯増 112世帯

人口増 358人
前積地 7S，301人(19，646世帯〉
大野 3ぅ，227(/ (8.262 (/ ) 
畳間 2，836タ( 678 ~ ) 
神田 11，491ク(2，940 ? ) 
棋島'2，142(/ ( 451?) 
随時 2，2321- ( 5021') 

盈悶 3，4431- ( 849?) 
主且 10，034タ ( 2，452 (/ ) 

::!:沢 4.0191- ( 769?) 
金局 6.915ク(11614 ~ ) 

(44.4.1現在}
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昭
和
四
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単
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度
、
平
塚
保
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福
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目
晶
司
管
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鼠
状
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一
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ヘ
一
五
万
一
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仕
で

r
議
制
~
七
百
九
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七
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血
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週
月

曜
自
平
塚
市
民
梼
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日
赤
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援

出
張
所
(
刊
時
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M時
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と
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毎

月
第
二
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第
刷
出
土
描
B
平
塚
駅
前

(
叩
時
i
円
時
)
白
二
か
所
で
定

期
的
に

行
な
わ

れ
て
い

る。

い
る
.

題
は
、
忍
叩
望
巨
で
、

w
時増山
μ

n
事
必
殺
実
現
さ
せ
る
た
め
に
ど
の

串
フ
な
労
力
を
し
て
い
る
か
、
ま
た

し
て
い
き
た
い
か
を
書
い
て
ほ
し
い
{

マ
応
事
費
桔
・
小
学
虫
、
中
学
庄
、

高
校
庄
、
ま
た
は
動
労
青
伊
坪
一
で
講一

十
八
揖
ま
で
の
県
内
に
在
住
、
官
学

浄化捕の排水iこ苦槽も

と
の
う
ち
1
第
-
獄
事
業
と
し

て
、
建
都
排
水
区
を
昭
和
一
一
平
九

年
度
か
ら
昭
和
額
十
忍
年
度
ま
で

の
七
か
年
計
画
否
、
現
在
主
事
遂

行
中
で
あ
り
ま
す
。

花
水
台
地
区
に
づ
い
て
の
昆
通

し
と
の
こ
と
明
子
が
、
当
地
区
は

花
水
排
水
区
に
属
し
て
い
ま
す
倍

で
、
ζ
白
地
援
に
つ
い
て
は
1
金

悼
計
画
と
し
ず
ほ
品
川
νま
す
が
、

事
業
員
定
も
認
可
さ
れ
て
お
白
ま

せ
ん
の
で
、
異
体
的
に
何
重
に

着
手
で
苦
る
か
残
念
な
が
ち
鶏
在

で
は
、
申
し
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

門
都
市
計
額
部
下
水
道
醸
〕

A ヂ略端手争和寺訟』勾句fグ1 

脅脅括;ji

必?

髄
議
官
扱
っ
た
艶
倒
伊
り

ー

こ

ん

な

そ

ど

も

と

思

い

ま

す

。

第
四
子
で
あ
D
ー
な
が
ら
、
小
さ
と
ま
で
親
が
ヰ

い
女
の
子
相
手
で
、
同
年
端
百
子

5
。
親
が
手
事

ど
も
と
遊
び
ま
せ
ん
@
今
年
入
日
手
は
持
っ
て
い
る
よ
う
に
な
っ
て
し

な
の
で
友
だ
ち
ム
を
ひ
と
り

J

で
も
多
去
っ
。
早
〈
治
ぞ
う
と
怒
っ
て
も

〈
作
っ
て
や
D
た
い
。
平
戸

E
は
無
揮
が
重
な
夕
、
か
え
っ
て
性
格

二
入
品
が
い
ま
す
a

そ
れ
に
今
に
雪
在
住
じ
る
蝿
合
も
あ
臼
ま

由
と
こ
ろ
ま
で
二
判
長
閣
を
し
ま
す
。
ま
た
、
愛
情
が
あ
っ
て
も
子

し

た

.

ど

も

の

欠

点

者

他

人

に

乙

ぼ

し

た

!
な
ぜ

i

D

、
欠
点
ば
か
り
闘
に
つ
い
て
し

友
だ
ち
レ
ど
議
べ
な
い
!
ま
っ
た
っ
、
つ
ま
り
J

不

そ
と
も
の
申
に
は
知
館
、
制
尉
都
溺
雌
窃
信
用
、
悪
感
情
の
拒
語

が
回
調
れ
て
い
る
愛
甲
も

i

抑
制
野
鶴
譜
濁
家
観
世
し
て
し
ま
え

あ
り
$
$
9
0
ζ
↓
の
子
は
鶴
間
J

て
輔
灘
観
開
閉
で
す
か
ら
親
む
尺
度
か

当
所
一
で
実
施
し
た
知
能
離

H
h官
甜
軸
ら
駒
を
お
断
し
て
は
危

検
査
結
面
開
で
は
心
配
な
緩
鱗
毅
緩
議
機
明
院
で
す
。
子

R
Eに
は

い
と
思
い
ま
す
e

性

格

闘

聞

険

心

が

あ

る

の

で

す

で
す
が
、
転
出
向
も
一
つ
白
理
的
と
そ
白
井
を
つ
ま
ん
で
は
子
ど
も
の

考
え
ら
れ
牢
す
か
、
性
格
テ
ス
ト
成
長
を
と
め
る
白
と
同
じ
空
ず
。

h
r
b
は
極
存
的
官
、
社
会
性
部
低
調
が
ガ
マ
ジ
す
る
こ
と
も
ゲ
忘
れ
な

く
、
そ
れ
に
社
会
性
能
力
の
樹
で
い
乙
と
と
、
子
ど
も
常
信
用
す
る

ば
か
ら
だ
の
乙
な
し
、
集
爾
へ
白
に
と
。
そ
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り
L
親
同
士
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く
諮

牢
加
自
主
性
な
P
品
川
低
く
な
っ
て
し
品
目
え
る
蜜
の
子
ど
も
を
呼
ん
で

い
ま
す
。
と
由

4
フ
な
結
果
か
白
遊
ば
せ
る
と
か
、
先
廷
に
お
嗣
い

み
る
と
、
お
か
あ
さ
ん
の
掛
壇
に
し
一

τ、
グ
ル
ー
プ
作
U
を
し
て
も

開問時
A
P信
習
が
ス
D
揮
っ
て
お
ら
い
、
モ
-
の
伸
聞
に
入
れ
て
も
ら

担
、
ま
た
肉
親
の
し
つ
け
の
不
一
う
な
ど
じ
T
様
々
に
慣
れ
さ
せ
て

設
も
み
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
い
く
ζ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

ー

ど

う

し

た

ら

(

描

当

打

閏

所

蝿

)

ヱ
戸
〕
も
の
性
格
は
出
生
挫
の
親

紹
和
問
茸
3
月
、
日
出
才
の
古
車
違
ニ
氏
・
と
の
生
粋
の
平
嫁
ヮ

予
の
瞳
産
後
本
朽
に
す
る
た
め
、
昭
和
総
革
、
市
内
立
野
町
の

興
奮
車
党
箆
議
門
戸
弘
通
輔
の
碑
が
瞳
て
ら
れ
た

あなたの知る範童書1=、よい行ないをLた膏少年 (20才
未満}がいたら氏名・年令 e性街・学校または勤務先
・推薦理由をお知らせ〈ださい。推薦者は住所・氏名
をかならず明艇のニと、田被安「闘うし、ません。
広〈市民の揖騰をおまちします。

a 

みんなの報い交通安全

歩行者{立志Lい横断を

遜転者は歩行者の保識を
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